
予備費を活用した緊急的な
堤防補強等の対策を実施します

「本年７月の九州の豪雨災害等を踏まえた堤防の緊急点検結果（２
４年９月４日国土交通省発表）」において対策が必要とされた箇所
に対して、予備費を活用した緊急的な堤防補強対策等を直轄７７河
川、補助８９河川で実施します。

（事業費 約４２１億円（第１弾：約３７３億円、第２弾：約４８億円））

矢部川の堤防決壊状況（H24.7.14）
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九州豪雨災害の概要 (平成24年7月)
直轄管理区間において
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約14㎞の区間で長時間にわた
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既往最高水位を更新する出水
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熊本市街地の上流で流下能力

越水

り計画高水位を超過し、堤防
が決壊

遮水シート等による堤防への
浸透対策が必要

で、著しい侵食により堤防が
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護岸等による堤防の侵食対策
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不足により越水氾濫し、大き
な被害が発生

堤防嵩上げ、河道掘削等の
流下能力対策が必要



緊急点検結果の概要
九州豪雨災害等を踏まえ、全国109の一級水系の直轄
河川堤防延長 約13 400㎞ に対して緊急点検を実施河川堤防延長 約13,400㎞ に対して緊急点検を実施

要対策延長 約2,200km
※重複なし（各対策の延長は重複あり）

○堤防の浸透に対する安全性

【堤防への浸透】 → 要対策延長 約600km
（過去の漏水実績箇所等、浸透により堤防が崩壊するおそれのある箇所）

【パイピング】 → 要対策延長 約600km【 イ グ】 要対策延長 約
（旧河道跡等、パイピング※１により堤防が崩壊するおそれのある箇所）

○水衝部等の侵食に対する安全性

【侵食等のおそれ】 → 要対策延長 約200km

※１ 地盤内にパイプ状の水の通りみちができること
※２ 洪水の流れが堤防に直接あたる箇所

【侵食等のおそれ】 → 要対策延長 約200km
（河床が深掘れしている箇所や水衝部※2等河岸侵食・護岸欠損のおそれがある箇所）

○流下能力の不足箇所（ボトルネック部）

【流下能力不足】 → 要対策延長 約1,500km
（堤防高が局所的に低い等、当面の目標に対し流下能力が不足している箇所）

Ｈ２４予備費（第１弾、第２弾）を活用して緊急的な
対策に着手



緊急対策の概要

堤防の決壊メカニズムと緊急対策

工法②

工法①浸透破壊 降雨による浸透水
を速やかに排水河川水の

浸透を抑制

盛土（粘性土）
又は遮水シート

パイピング破壊
浸透を抑制

堤体内浸透水を
速やかに排出

（浸透破壊の一種）
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河道掘削により
越水を防止

堤防の嵩
上げにより
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